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福
地
源
一
郎
委
員
（
自
民
）　

加
速
器
駆
動

核
変
換
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
）※
は
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
の
早
期
処
分
が
可
能
と
な

る
技
術
で
あ
る
。
先
端
技
術
の
研
究
施
設
が

集
積
し
た
本
県
で
こ
そ
研
究
が
可
能
で
あ
り
、

産
官
学
一
体
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

国
に
提
案
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

Ａ
Ｄ
Ｓ
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
量
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
管
理
期
間
を
短

縮
で
き
る
技
術
と
し
て
大
き
く
期
待
さ
れ
て

お
り
、
Ｊ–

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
お
け
る
研
究
は
着

実
に
進
展
し
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、
技
術

の
さ
ら
な
る
進
展
に
向
け
て
、
産
官
学
が
連

携
し
た
研
究
開
発
の
推
進
を
国
に
働
き
掛
け

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
必
要
な
予
算
確
保

や
早
期
の
施
設
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
水
産
業
の
担
い
手
対
策
、
森
林

整
備
の
推
進
も
質
問
）

二
川
英
俊
委
員
（
県
民
）　

高
校
生
の
ア
ル

バ
イ
ト
に
つ
い
て
、
労
働
者
と
し
て
は
未
熟

で
あ
り
、
学
校
側
は
、
生
徒
の
ア
ル
バ
イ
ト

状
況
や
労
働
環
境
を
つ
ぶ
さ
に
確
認
し
、
不

適
切
な
環
境
で
の
労
働
と
な
ら
な
い
よ
う
生

徒
を
守
る
観
点
で
の
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
。
ど
う
指
導
・
監
督
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

生
徒
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
認
め
る
際

に
労
働
条
件
の
確
認
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

労
働
に
関
す
る
権
利
に
つ
い
て
、
授
業
な
ど

で
も
触
れ
る
よ
う
、
教
員
研
修
な
ど
で
取
り

上
げ
て
い
く
。
ま
た
、
生
徒
が
担
任
な
ど
に

気
軽
に
相
談
で
き
る
関
係
づ
く
り
に
配
慮
し
、

相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
労
働
局
な
ど
の
専
門

機
関
を
紹
介
し
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
助

言
を
す
る
よ
う
各
校
に
周
知
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
病
児
保
育
の
充
実
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
充
実
、
中
丸
川
の
整
備
も
質
問
）

村
上
典
男
委
員
（
自
民
）　

先
日
の
大
雪
の

際
、
友
部
高
校
の
生
徒
が
自
主
的
に
地
域
の

雪
か
き
を
行
い
、
地
元
の
方
か
ら
感
謝
さ
れ

る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
高
校
生
が
地

域
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ

る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

高
等
学
校
で
は
地
域
の
連
携
が
薄

い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
地
域
の

一
員
と
し
て
の
気
持
ち
が
育
た
な
い
。
そ
う

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
地
域
と
の
連
携

は
大
事
で
あ
り
、
生
徒
の
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
生
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
新

学
習
指
導
要
領
で
は
、
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
を
う
た
っ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
以

上
に
地
域
と
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
笠
間
地
区

へ
の
企
業
誘
致
、
県
産
品
の
海
外
展
開
な
ど

も
質
問
）

田
口
伸
一
委
員
（
自
民
）　

グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
産
業
構
造
の
変
化
が
進
む
中
、
鹿
島
臨
海

工
業
地
帯
で
は
将
来
を
不
安
視
す
る
声
が
あ

る
。
将
来
を
見
据
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
当
工
業
地
帯

の
将
来
像
と
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

知
事　

基
礎
素
材
産
業
を
中
心
と
す
る
多
様

な
産
業
集
積
拠
点
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
供

給
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。

立
地
企
業
と
も
連
携
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な

ど
の
活
用
に
よ
る
生
産
体
制
の
高
度
化
や
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
動
向
を
踏
ま
え
た
供
給

体
制
の
強
化
な
ど
、
当
工
業
地
帯
の
優
位
性

や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
高
め
、
地
元

と
一
体
と
な
っ
て
競
争
力
の
強
化
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
医
師
修
学
資
金
貸
与
事
業
、
農

業
分
野
に
お
け
る
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
な

ど
も
質
問
）

井
手
義
弘
委
員
（
公
明
）　

県
収
入
証
紙
に

よ
る
手
数
料
の
支
払
い
は
、
住
民
の
利
便
性

向
上
な
ど
を
真
剣
に
考
え
た
場
合
、
現
金
納

付
や
コ
ン
ビ
ニ
決
済
な
ど
も
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
直
し
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

知
事　

証
紙
に
よ
る
収
入
は
、
職
員
が
現
金

を
取
り
扱
う
こ
と
で
生
じ
る
金
銭
的
な
リ
ス

ク
が
な
い
こ
と
、
納
入
通
知
書
の
発
行
を
必

要
と
し
な
い
な
ど
事
務
の
効
率
化
を
図
れ
る

こ
と
か
ら
手
数
料
の
徴
収
方
法
の
一
つ
と
し

て
い
る
。
一
方
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
現

在
で
は
徴
収
方
法
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
今
後
、
庁
内
に
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
県
民
の
利
便
性
や
事
務
の
効
率
化
、

経
済
性
の
観
点
か
ら
、
徴
収
方
法
の
在
り
方

に
つ
い
て
全
庁
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
動
物
愛
護
の
推
進
、
原
子
力
安

全
協
定
の
範
囲
拡
大
な
ど
も
質
問
）

石
井
邦
一
委
員
（
自
民
）　

新
た
に
設
置
さ

れ
る
県
北
振
興
局
が
、
部
局
横
断
的
に
県
北

振
興
を
進
め
る
上
で
、
強
力
な
司
令
塔
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
機
能

が
強
化
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
う
の

か
。
県
北
振
興
局
が
設
置
さ
れ
る
意
義
は
。

知
事　

県
北
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
、

指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、

各
部
局
と
の
調
整
機
能
を
充
実
・
強
化
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
か
つ
効
果
的
に
施
策

を
実
施
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。
農
業
、
土

木
、
産
業
、
医
療
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
施
策
に
部
局
横
断
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
上
で
、
県
北
振
興
局
が
中
心
的
な
役
割
を

担
い
県
北
地
域
の
一
層
の
振
興
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
山
間
部
交
通
弱
者
へ
の
配
慮
、

県
産
木
材
の
利
用
促
進
な
ど
も
質
問
）

江
田
隆
記
委
員
（
自
県
ク
）　

外
国
人
受
入

制
度
を
最
大
限
活
用
し
、
よ
り
多
く
の
外
国

人
の
介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

Ｅ
Ｐ
Ａ
※

に
基
づ
き
介
護

福
祉
士
の
資
格
を
目
指
す
外
国
人
に
対
し
、

県
は
日
本
語
や
介
護
技
術
の
学
習
経
費
を
助

成
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
技
能
実
習
生

に
は
、
国
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
自
己
学
習
に
よ
る

日
本
語
学
習
ツ
ー
ル
や
日
本
語
に
母
国
語
を

併
記
し
た
介
護
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
提
供
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
外
国
人
留
学
生
に
は
、

新
た
に
、
介
護
福
祉
士
養
成
校
が
行
う
日
本

語
学
習
等
支
援
事
業
に
お
い
て
、
留
学
生
が

卒
業
後
、
五
年
以
上
県
内
介
護
施
設
な
ど
で

の
従
事
を
条
件
に
、
県
が
経
費
を
助
成
す
る
。

（
ほ
か
に
、
小
学
校
「
英
語
」
教
科
化
へ
の
対

応
、
利
根
川
の
河
川
整
備
状
況
な
ど
も
質
問
）

山
中
た
い
子
委
員
（
共
産
）　

「
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
を
失
い
、
地
域
が
壊
れ

て
し
ま
う
」
な
ど
の
声
が
あ
る
中
、
つ
く
ば

市
で
は
旧
筑
波
町
の
九
小
中
学
校
が
統
廃
合

さ
れ
、
過
半
数
の
児
童
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
教
職
員
数
は

ほ
ぼ
半
減
し
て
し
ま
う
。
学
校
統
廃
合
の
課

題
を
ど
う
捉
え
る
の
か
、
ま
た
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
拡
充
を
求
め
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

地
域
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と

と
も
に
、
学
区
が
広
く
な
る
た
め
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
市
町
村

に
対
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
経
費
な
ど

へ
の
補
助
期
間
は
現
行
通
り
三
年
を
予
定
す

る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配

置
の
予
算
は
平
成
三
十
年
度
に
増
額
す
る
。

（
ほ
か
に
、
国
民
健
康
保
険
都
道
府
県
化
の
課

題
、
東
海
第
二
原
発
の
廃
炉
な
ど
も
質
問
）

中
村
修
委
員
（
自
民
）　

い
じ
め
問
題
に
は

早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
不
可
欠
で
あ
り
、

軽
微
と
思
わ
れ
る
事
案
で
も
積
極
的
に
い
じ

め
を
認
知
し
、
解
決
に
向
け
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
認
知
は
い
じ
め
対
策
の
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
と
考
え
る
が
、
全
て
の
教
育
関
係
者

の
共
通
理
解
は
図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

い
じ
め
は
ど
の
子
ど
も
に
も
起
こ

り
得
る
と
の
認
識
に
立
ち
対
応
し
て
い
る
。

市
町
村
向
け
に
い
じ
め
の
認
知
力
向
上
や
法

に
基
づ
く
対
応
に
つ
い
て
研
修
し
た
ほ
か
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
例
を
提
示
し
、
共
通
理
解

を
図
っ
て
い
る
。
市
町
村
間
で
認
知
格
差
が

な
い
よ
う
、
研
修
な
ど
で
い
じ
め
の
正
し
い

認
識
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
り
、
い
じ
め

認
知
漏
れ
ゼ
ロ
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城
マ
ル
シ
ェ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
医
療
体
制
の
強
化
な
ど
も
質
問
）

小
川
一
成
委
員
（
自
民
）　

本
県
が
交
通
事

故
多
発
県
の
汚
名
を
脱
却
す
る
た
め
に
も
、

運
転
者
が
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ら
ラ
イ
ト
を

つ
け
る
、
前
照
灯
※

の
昼
間
点
灯
に
向
け
た

「
死
亡
事
故
ゼ
ロ
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
運
動
」

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

自
動
車
の
保
安
基
準
に
定
め
る
昼
間

走
行
灯
※

の
光
度
が
前
照
灯
の
基
準
と
大
き

く
異
な
る
こ
と
や
、
二
年
後
に
手
動
に
よ
る

解
除
が
で
き
な
い
オ
ー
ト
ラ
イ
ト
※

が
義
務

化
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
現
時

点
で
は
前
照
灯
の
昼
間
点
灯
を
推
奨
す
る
に

は
難
し
い
課
題
も
あ
る
が
、
警
察
本
部
と
引

き
続
き
協
議
を
行
い
、
試
行
的
な
導
入
な
ど

も
含
め
、
今
後
も
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
文
書
に
お
け
る
新
た
な
元
号

へ
の
対
応
、
今
後
の
茨
城
県
に
期
待
す
る
も

の
も
質
問
）

ことば ※【加速器駆動核変換システム（ＡＤＳ）】…加速器によって高エネルギーにした粒子による反応を利用し、有害で半減期の長い放射性物質を安定な物質あるいは半減期の短い放射性物質に変換する技術。
※【ＥＰＡ】…二国間の経済上の連携を強化する観点から、公的な枠組みで特例的に行う経済連携協定。　※【前照灯】…いわゆる「ヘッドライト」。　
※【昼間走行灯】…「デイタイムランニングランプ」ともいい、自動車などの前面で昼間に点灯するライト。　※【オートライト】…すれ違い用前照灯（ロービーム）を自動点灯および消灯する機能。

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

6 . 1 金 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

2 土
3 日
4 月 休会（議案調査）
5 火 休会（議案調査）

6 水 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

7 木 本会議（一般質問・質疑）

8 金 本会議（一般質問・質疑、
　　　　議案常任委員会付託）

9 土
10 日
11 月 休会（委員会審査準備）
12 火 休会（常任委員会）
13 水 休会（常任委員会）

14 木 休会（国体・障害者スポーツ大会
　　　推進調査特別委員会）

15 金 休会（新しい茨城づくり
　　　調査特別委員会）

16 土
17 日

18 月 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

　次回の、平成30年第2回定例会は、6月1
日から18日までの18日間の会期日程で開
催される予定です。

予 算 特 別 委 員 会

３
月
19
日（
月
）　

　

福ふ
く
ち地　

源げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

二ふ
た
か
わ川　

　

英ひ
で
と
し俊

（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

村む
ら
か
み上　

　

典の
り
お男

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

田た
ぐ
ち口　

　

伸し
ん
い
ち一

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

井い

で手　
　

義よ
し
ひ
ろ弘

（
公　
　

明　
　

党
）

３
月
20
日（
火
）

　

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

江え

だ田　
　

隆た
か
の
り記

（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ

（
日
本
共
産
党
）

　

中な
か
む
ら村　

　
　

修
お
さ
む（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

小お
が
わ川　

　

一い
っ
せ
い成

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者


